
        教 室 外 活 動 と して の プロ ジ ェク トワー ク

                                三間美奈子

                    (信州大学人文学部4年 ・日本語教育学専攻)

1． は じめに

 2002年 の前期、留学生センターのプロジェク トワークに参加 させ ていただ く機会 と

上條先生の授業見学(「 日本語 均)の 機会を得た。プロジェク トを通 した 日本語学習

の場に、半年間継続 的に関われたことは意義深い。また学部生対象 の上條先生の授業

見学も視野 を広げ るよい経験 となった。 それ らの経験 を基に、特にプロジェク トワー

ク、教室外活動の 日本語教育 について自らの考えを述べたい。

2, 日本語研修 コ・一スの 闘標

 信大留学生セ ンター(以 下、セ ンター と呼ぶ)の 日本語研修 コースは、6ヶ 月間集

中的に行 われる。 学習者の 日本語能力 レベルは リアル ビギナーか ら日本語能力試験1

級合格者 まで多様 である。滞在予定期間 も半年か ら数年単位 と幅広い。 コース修了後

は、大学院進学、研 究、学部の専門授業へ入 ってい く。

 このよ うな多様な学習者 の共通の 目標 としては、本来の 目的である研究 ・授業に支

障のない 日本語力の育成がある。学習者の中には、修 了後は 日本語 が必要ない環境に

置かれ る者 もいる。 しか し、指導教官 との人間関係、同僚、友人 との交際な ど日常生

活上で、日本社会 の一員 として 日本語でのコミュニケーシ ョンは不可欠になる。田中 ・

猪崎 ・工藤(1988)は 、「教室での 日本語」と 「現実社会での 目本語」のギャ ップを指摘

し、「ことばの形の正確 さ」に加え、 「コミュニケーシ ョンのなめらか さを養 う学習活

動」を充実 させ る必要性を述べる。 プロジェク トワークは後者 に焦点 をあてた学習活

動である。ネ ウス トプニー(1995)は 、 日本語教育の目標 を 「その社会、文化面で正 し

く行動できることJで あるとし、インターアクション教育を提唱す る。単なる語学教

育 に社会言語能力の コミュニケーシ ョン教育、更には社会文化能力をも含 めた教育で

ある。

 留学生セ ンターにおける日本語研修mス では、通常の教室授業で主に 「ことばの

形 の正確 さ」 を重視する語学教育が行われ、プロジェク トワークで主に 「コ ミュニケ

ー ションのなめ らか さ」 を重視す る社会言語 ・社会文化能力教育が並行 して行われた

といえる。その後の研究活動 に必要な語学力 と、生活上の コミュニケーシ ョン能力向
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上のために、プ ロジェク トワークが どのような役割 を果た したのか以下にみてい くこ

とにす る。

3. センターにおけるプコジ置ク トワーク

 プ ロジェク トワーク とは 「特定の トピックを巡って研究調査 を行いその結果 を例 え

ば報告書にまとめ上げる活動」(岡 崎&岡 崎(1990:290))で 、問題又はタスク解決法で

ある。

 センターでは、毎週2コ マ続きの3時 間がプロジェク トワークにあて られている。

参加者は、各 レベルの全学習者11名(韓 国出身5名 、中国4名 、ポル トガル1名 、 ド

イ ツ1名)、 教師2名 、日本語教育学を専攻す る 日本人実習生3名 であった。コース期

間の6ヶ 月間、ひ とっのプ ロジェク トにとりかかるのではなく、小 さなプロジェク ト

で導入 を図 り、大 きく4つ のプロジェク トを段階的に発展 させ てい く。以下、各プロ

ジェク トを分類 してみてい くことにす る。

翻 大学外 との接触タスク

   第1回 の買い物 と第2、3回 の街歩きは、教室だけでなく大学をも出た実社会との接

 触であった。

  買い物は教師が現実に必要としているものをタスクとして設定 し、実際使用の色合

 いを濃 くした。校外活動の場は、学習者が必ず利用する(既 に利用 している)スーパー

  である。初級 と上級がグループになり、初級者がタスク解決者となる。学習者は既に

  日本での買い物は体験済みで、自力で探 した後わか らなければ店員に聞くといったス

  ムーズな行動ができていた。商品名 はカタカナのものがほとんどであったが、日本に

 来て問もないため、その名前の物が何であるかわか らない品物もあった。多少の戸惑

  いはみられたが、母語では知っている品物が日本でどう呼ばれ、どのように生活上扱

  われているのか といったことを知ることになった。

  次に松本街歩きの準備 として電話での問い合わせが行われた。これは初級 クラス以

 外の学習者に与えられたタスクである。週末に実際に訪れる商店街へ営業時間などを

  問い合わせる。事前指導として教師 とのmル プレイ ・質問項 目の文型の確認を行っ

  た。電話は相手が見えず、ことば以外の周辺情報がないため、学習者はかな り緊張 し

  ていた。このタスクでは、相手の店への事前連絡はされていなかった。そのため、「電

 話がつなが らない(休 憩中又は多忙)」 「緊張から、ことばがなかなか出ず声も小さく、

  うま く会話にならないまま電話を切 られ る」といったことが生 じた。特に中級の学習

 者は何度かけてもっなが らない、つながってもうまくいかないといった状況になって

  しまった。その後、学習者の要望でもう一度電話タスクが入れ られた。相手は 日本語
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 教育学専攻の 日本 人学生(実 習生以 外)で 、事 前に予告 した。 この時 は、会話 が滞 るこ

  とな く、大 きな声 でス ムー ズに進 めていた。電 話相 手 と同世代 の実 習生 とmル プ レ

 イ を念入 りに行 った こと、相手が 同 じ大学の学生であ ること、電話 タス クが2回 目で

 あったこ とな どが理 由 としてあげ られ る。 前回のフォ ローが うま くで き、学習者 も 自

 信 を持 てたよ うであ った。 事前準備 や根 回 しを しす ぎる ことは、実 際使用か ら離れて

  しま う心配 もあ り、学習者 のや る気を落 とす。 しか し、 自信 をつ けその後の学習意欲

 につな げるた めには、適度の事前準備の必要性 を感 じた。

鯵 ビジターセ ッシ ョン

  コー スが始 まって1カ 月半 ほ ど経た頃、 日本人学生 を招いた ビジ ターセ ッシ ョンが行

 われた。初級者 は 日本 人学生 と1対1で 自己紹介をす る。それ 以外 の学習者 は、 自分

 た ちが選んだテー マ に基づ いてデ ィスカ ッシ ョンを行 った。初級 の学習者 は、教師以

 外 の 日本人 と直接 話す機会 がまだ少ない。 日本 人 と話す 緊張は確 かに大 きいが、楽 し

  さも同時 に得 る。 デ ィスカ ッシ ョンでは、感想 文を読 む と、 自己の 目本語力 、語彙不

 足 を述べ る学習者 が多い。 自分 の意見を出 しきれ ないも どか しさが見 える。又、内容

 にっいて も準備不足 で浅 いものになったこ とを反省す る意 見があった。 これ について

 は、 日本人学生 か らも同 じ様 な反省 があった。 学習者 、 ビジター双 方がか な りの準備

  を して のぞまない と、情報 交換 だけで終 わ り、本 当の意 味のデ ィスカ ッシ ョン、異文

 化理解 にはつ なが らない こ とがわか る。 ビジター として参加す る者 は、初級 クラスで

 は ある程度の ス ピーチ コン トmル 、デ ィスカ ッシ ョンでは討論 内容の準備 とい うよ

  うに、予備知識 を備 えてお く必要性 がある。

働4つ の大きなプ ロジェク トワー ク

 6カ 月の コースの 中で は大き く4つ のプ ロジェク トが段階的 に発展 していった。「好 き

 なもの紹介」 「お しゃべ りパー ティー」 「インタ ビュー(目 本 人の意識 調査)」 「文集作

 成」(「最終発表 会」)で は、何 かを調べた り企 画 し、客を招いて発表 す る形 式である。

 始 めは教師主 導であ るが、係 り分 担な ど徐 々に学習者 の 自主性 を引 き出 してい く。一

 っ 目の 「好 きな もの紹介 」が この形式の よいブ リッジア クティ ビテ ィー にな り、次 の

  「お しゃべ りパ ーテ ィー」 では、ほぼ学 習者 主体へ と移行 がみ られ た。内容 も軽い も

 のか ら、 より研 究的な ものへ移 る。

   この よ うな各プ ロジェク トでは、係 が決め られ る。 実行委 員長 、書記、 プ ログラム

 作 り、当 日の司会、挨拶 な どであ る。 準備段 階では、作業を進 め るた めに学 習者 同士

 が 日本語 で コミュニ ケー シ ョンを図 る。 学習者 に とっては、必要性 に か られ た 自然 な

 形 での練 習の場にな る。 また、発 表会な どの フォーマルな場での司会や挨拶 の仕方 、

 パー テ ィーな どの うち解 けた形の会話の仕方な ど、場に応 じた 日本語 に も触 れるこ と

 ができる。
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  インタビュープ ロジェク トは、 日本人、 日本文化に対する問題意識を持たせ、調査

 の仕方や考察などアカデ ミックな活動を行った。発表をするための構成や、プレゼン

 テーシ ョン用ソフ トの指導も行われ、コース修了後に必要となるものの知識 ・技術が

 得 られた。

  また、調査や準備に力を入れ、人前で発表できたとい う達成感 は大きい。更にクラ

 スの違 う学習者同士が協力 し、一っのものを作 り上げることにも共通の喜びがうまれ

  る。

4.教 師の教竃運営

 プロジェク トワークは、 レベル の違 う学習者が一緒に行 う。 それは利 点で もあり、

一番難 しい点でもある
。教師の説明は、初期には英語併用 であったが、学習者の要望

で 日本語 に一本化 され た。後半は課題が複雑なため英語 も随時使われた。電話や ビジ

ターセ ッシ ョンではタスクが分け られ、 レベルに応 じた適切な配慮 がされていた。後

半のプロジェク トでは、係 が上級者に集中 しないよ うに配慮 され、初級者 には上級者

のフォローが入 るな ど、理想的な協力体制が作 られていた。プロジェク トが進むにつ

れ、教師はサポー トにまわ り、企画会議も学習者 主体へ移行 された。学習者間の協力

も自然 と自主的に行 われ、団結力が培われた。

 教師に よる説 明時には、午前中の授業内容を取 り入れ初級者 に発問す るなど、他の

授業 との連携 も見 られ た。作業中の学習者への 日本語指導 は、全体 の流れに支障がな

いように行われていた。教師 が2名 いるので、1名 が進行 を手伝 い、1名 が個人的に短

時間で訂正す る形になっていた。

 インタビュープロジェク トの発表後 に、DVDで フィー ドバ ックが行 われた。教師、

学習者全員で一人一人 の発表 を見て、一言ずっ感想 を言 う。客観 的に自分 自身を見る

ことで、 自分の 日本語 の特徴や くせ(フ ィラーやイ ン トネーシ ョン)を 把握できた。ほ

とん どの学習者 は自分 の 日本語に満足できていないようであったが、教師は学習者の

レベルに応 じた感想 、指導を行っていた。その後 の最終発表会では、気 になっていた

くせが改善 されていた学習者 もいたので、 このフィー ドバ ックは学習者 自身の 日本語

への反省 を促 し、その改善にっながった といえる。

 実習生は、 ビジター役の 日本人学生 との連絡や 、作業では学習者 のサポー トに入っ

た。授業内では、教師以外の 日本人 として又、学習者 と同世代 の 日本人 として意見を

出 した。 ビジター を招 いたデ ィスカ ッションで、学習者か ら疑問の声が多かった 「本

音 と建前」の説明も行 った。教師ではない実習生が説明することで、完全な 日本文化

の 「講義 」とい う形式 ではなくなったが、不十分な点が多 く教師が フォロー に入 った。
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実習生 と学習者 の関係 はプ ロジェク トワークが進むにつれ近づいた。教師以外 に3名

の実習生がいることで、作業上の些細な質問にも対応がで きた。また、授業内容以外

の雑談や相談 などもするよ うにな り、教師 と学習者 の間、 ビジター と学習者の間のワ

ンク ッシ ョンおいた気やすい存在になったのではないだろ うか。

5. まとめ

 以上、センターで行 われたプ ロジェク トワー クをみてきた。学習者 はプロジェク ト

ワー クを通 して、教室外 ・大学外 の 日本社会 と接触の機会 を得る。 プロジェク トを進

めるために、学習者間で必然的 にコミュニケー シ ョンを行 う。係分担す ることで、責

任感 を持って活動 をす る。また、発表会やパーテ ィーな どを通 し、学術的な知識、技

術 を学び、場 に応 じた 日本のコ ミュニケーションスタイル に触れ る。6カ 月 とい う短

い期間であるので、全てを完壁 にとまではいかないが、このよ うな体験が、 コース修

了後の研究上、生活上に生きるよ うな社会言語 ・文化能力 を身につけるきっかけにな

るこ とは間違いない。

 課題 としては、学部生か ら研究者 とい った参加者 の多様性がある。研究に忙 しく、

準備 に時間のかかるプ ロジェク トワークには参加できないケースもある。 また高年齢

の学習者 にはプロジェク トワー クの意義 をある程度示す必要もある。人 によっては、

主体的な活動 を重荷に感 じる場合 もあるので、学習者の様子を見て導入 を図 らなくて

はな らない。

 実際使用に近い場面作 りと、それがきちんと身に付 くための事前準備は、その割合

が難 しい。 学習者 の レデ ィネスや性格 を加味 したタスク設定が必要である。6カ 月の

集 中コースの緊迫 した中で、プロジェク トワー クは文化体験の要素を含んだ息抜 き的

な存在でもある。 日本語学習の中で重要な位置 を占め、今後の更な る効果的 な発展が

のぞまれ るが、学習者 が楽 しんで取 り組 めることも重要である。

6. 上條厚先生の授業見学か ら

 上條厚先生の 日本語授業 「日本語1(読 解中心)」(学 部生対象)の1コ マを見学 させ

ていただ く機会 を得た。

 授業見学を前にい くつかの課題が出 され、特に漢字 に関 しての意識 を新たに した。

筆順 については、間違 えて覚えていた もの もあるが、 自分が学校で学んだ当時 とは違

うものもあ り、も う一度随時確認 をしてい く必要 を感 じた。漢字圏である中国出身の

学習者は、文字学習に比較的入 りやすい。 しか し今回の課題で、 日本語 と中国語で同
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じ意味を表す漢字でも細かな違 いがあることがわかった。授業見学後のプロジェク ト

ワー クでは、特 に中国 出身者の漢字に注 目してみた。 中国では略字化が進んでいるよ

うで、やは り日本で使われている漢字 を略字で書いて しま う場合 があった。 プロジェ

ク トワークでは細かな訂正 はできないが、明 らかな違 いの訂正は されていた。同 じ漢

字圏出身者だ としても漢字教育をおろそかにはできず 、違 う点 を的確に指導できれば

学習者 も覚 えやすいだ ろ う。

 見学 した授業では、農業 に関 した 日本 と世界の関係 を扱 った部分 の文章であった。

上級者対象で、国語の授業 と同 じよ うな印象を受けた。読みや、内容についてわか り ,

やす く別のことばで説明が され 、指示語の示す内容の確認 など、 レベル の差はあるが

国語教育 との共通点が あった。 単調にな りがちな授業内容だが、 日本事情 について触

れ られ る トピックを一っ詳 しく説明 していた。また、文型の練習問題 などを取 り入れ、

変化をつけていた。

 事前 に出された課題 は、上條先生の経験か ら出たもので、 日本語教師 としての基本

的な 自覚を再認識 した。漢字や筆順、方言な ど教師 自身の 日本語 を確認 してい く必要

性 を感 じた。

7.お わ りに

 日本語教育の現場 、プロジェク トワーク と講義形態の上條先生の授業両方に触れ る

ことができた ことは、大変大きな収穫で した。金子先生、佐藤先生 には、6カ 月 とい

う長い期 間お忙 しい中ご指導をいただき、上條先生には、丁寧な事前の課題や事後指

導 をいただきま した。先生方の授業に対す るご準備は私たちのわか らない所 で大きな

ものがあった と思います。心か ら感謝 申し上げます。 実習ではあ りま したが、留学生

のみなさんや先生方 と一緒 に過ごせた半年は とても楽 しいもので した。留学生センタ

ーの諸先生方
、留学生 のみなさん、事務局の方、また このよ うな実習 を組んで くださ

った沖先生に感謝致 します。本当にあ りが とうございま した。
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